
海老名市立東柏ケ谷小学校 学校運営協議会 議事録 

（令和３年度 第４回） 

１ 日時    令和３年 12 月３日（金） 16:15～17:15 

２ 場所    海老名市立東柏ケ谷小学校 ランチルーム 

３ 出席委員  芳賀敬子委員長，橋本絵美里委員，柳下泰介委員，長井徹委員， 

小山内清潤委員，瀬戸口壮委員，塚原勲委員，小池一美委員， 

佐藤孝男委員，守谷美子委員，佐藤充明委員，坪井初音委員，霜島恵校長

４ 会議の内容 

（１） 学校運営協議会委員長より 

芳賀委員長：オミクロン株が流行ってきている。 

          ２学期はえびなっ子スクールが無事に開催できてよかった。 

（２） 学校長より 

霜島校長：えびなっ子スクール，学習発表会を行うことができた。感染症対策を講

じて行った。９月に行く予定だった修学旅行は 12 月４,５日に実施。 

         12 月 17 日中学校区の運営協議会に代表の方に参加していただく。 

         ３月 31 日で学校運営協議会の委員の方々の任期（２年）が終了。 

（３） 第５学年総合的な学習の時間について 

中村教諭：今週の火曜日に無事発送。初めの目標は 860 枚（校内 600 枚，地域 200

枚）だったが，最終的に 5308 枚集めることができた。子どもたちは驚

きとともに喜んでいた。 

         活動の目的として，協力すれば，世の中をよい方向に動かすことができ

るようなきっかけになればよいし，地域の方と学習を通して交流ができ

ればよいということを挙げた。目的も達成することができた。今後は子

どもたちから，回覧板や掲示板で感謝の気持ちを伝える。 

    小山内委員：重さ 61 キロ，段ボール４箱集まった。 

          児童の書いたポスターをエントランスに貼ったら，みんなが見ていた。 

    橋本委員：子どもたちが一つの目標のためにみんなで動く経験は，子どもたちにと

って貴重。できたことが自信につながる。ポスターを描いた人，回収の

箱を作った人や質問をした人など，それぞれが工夫している姿を間近で

見ることができて楽しかった。地域の皆さんも協力していただいて，地

域としての力を発揮することができた。 



（４） えびなっ子スクールについて 

橋本委員：10月の 12・14・15・18 日に実施し，全員が何らかのプログラムに参加

した。９月に講師の方へ９月末に中止か延期かを検討するという話で依

頼をしていた。応援団の打ち合わせのないまま，本番になったが昨年度

の経験をいかして行った。応援団，あそびっこ，PTA，図書ボランティ

アに声をかけ，たくさんの方とかかわる機会になった。 

課題としてはお手伝いの人数が少なかった。教室を使用したが，授業

をしていて準備をすることができなかった。一方，地域のつながりを感

じることができた。子どもたちも充実した時間を過ごしたが，講師の皆

さんボランティアの皆さんも楽しいとおっしゃっていた。今後もコロナ

が収まったら，規模を大きくして続けていけたらよいと思う。 

（５） 三世代交流グラウンドゴルフ大会・昔遊び交流会について 

東教諭：グラウンドゴルフ大会は令和４年１月 19 日予定。 

    佐藤委員：やる方向で準備して無駄になることはない。やる方向で検討したほうが

よい。役割分担をしてできるように用意していく。 

（６） 令和３年度全国学力・学習状況調査について 

東教諭：具体的なことは資料参照。児童の学力が上がるように努めていきたい。 

        質問紙の調査から家庭にお願いすることは基本的生活習慣の面。 

        ２つ目の地域についての質問については，数値は低くなっているが成長 

段階。「地域」をキーワードに教育活動を行っていきたい。 

    芳賀委員長：家庭学習についての取り組みを PTA と連携はしているのか。        

家庭との連携が大きいかなと思う。 

    東教諭：学校としては，子どもたちが工夫して家庭学習に取り組むことができるよ

うに考えている。 

（７） 大東建託マンション建設に伴う仮囲いへの掲示物作成について 

山田教頭：工期は，来年の６月まで。 

長井委員：マンションは７階建て 45 部屋。 

    坪井委員：交通安全系のポスターだったらよいと思う。 

（８） 学習発表会について 

中川教諭：感染症対策（教室でオンラインにて参観）を講じたうえで行った。 

         子どもたちの練習での姿勢や感想を見て，行うことができてよかった。 

（９） その他 

    塚原委員：えびなっこスクールなどで得たこどもたちの感動や感想などを，特別に 



学校で行ったことを周知できるようにするとよいのではないか。様々な

方に広めたほうが，子供たちの見方が変わってくるのではないか。  

→CS だよりとして発行したい。 

山田教頭：学校メールは，クロモからスママチに名称が変更された。手続きが必要

になる。 

 次回の，学校運営協議会は，令和４年３月４日（金）16:15 から開催予定。 


